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特集　海生動物行動実験装置

デジタルカメラのインターバル機能を用いた海洋生物の
行動追跡

－キタムラサキウニの日周行動の解析－

長谷川一幸*§

Analysis of Circadian Rhythm in Strongylocentrotus nudus 
Using a Commercial Digital Camera With an Interval Function

Kazuyuki Hasegawa*§

要約：ウニ類の日周行動を把握するため，デジタルカメラを使用した試験装置を開発するとともにキ

タムラサキウニを対象に行動解析を実施した。その結果，市販のデジタルカメラのインターバル機能

を用いて日周行動を確認することが可能であることが示され，その24時間あたりの平均移動距離は8.9

～27.8mであった。
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まえがき

　ウニ類は有用な水産資源であると同時に藻場を

消失させてしまう食害動物としても重要な種であ

ると位置づけられてきたため，生態学的研究や

フィールドでの生態調査が数多く行われてきた

（吾妻ら，1986；吾妻，1997；道津ら，1997；川

井ら，2002）。ウニ類による食害対策を講じる上

では，その行動様式を把握することは重要である

と考えられ，北海道のキタムラサキウニ 

Strongylocentrotus nudus（吾妻，1997），神奈川

県三浦市地先のアカウニ Pseudocentrotus depressus

（今井・新井，1994），米国カリフォルニアの S. 

franciscanus（Mettison et al.，1977），パプアニュー

ギニアのシラヒゲウニ Tripneustes gratilla（Nojima 

and Mukai，1985）など幾つかの特定の種でフィー

ルドでの行動調査が行われている。一方，我が国

周辺で磯焼けの原因種として着目されているキタ

ムラサキウニについて，その行動を水槽実験で観

察した例は，橘高ら（1983），町口ら（1994）や

林ら（1999）など僅かに存在するだけである。ま

た，これらの報告では試験期間は72時間以内と比

較的短期間である。

　磯焼け海域においてウニ類の移動を制限させる

ためには，針状マットをフェンスとして用いる手

法（権田ら，2004）や刺網をフェンスとして利用

する手法（桑原，2003），電気牧柵を使用する手

法（道津・佐々木，2005）などが提案されている

が，ウニ類の移動範囲を制限するのは容易でない

ことが知られている（長谷川ら，2011）。そこで，

ウニ類の長期にわたる日周行動を把握するために

新たに開発したデジタルカメラを使用した試験装

置とキタムラサキウニを用いた解析事例を紹介す

る。
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装置および方法

試験材料　試験には，北海道利尻海域で2008年6

月11日に採取されたキタムラサキウニを使用し

た。試験は千葉県夷隅郡御宿町の公益財団法人海

洋生物環境研究所中央研究所の屋内水槽（縦×横

×深さ：120cm×60cm×35cm）で行い，試験前ま

で水温20℃のろ過海水を掛け流して飼育した。飼

育期間中はアワビ用の海藻配合餌料を飽食する程

度与えた。

装置および方法　行動解析試験装置の概念図を第

1図に示した。試験には4個体のキタムラサキウニ

（殻径6±1cm）を用い，それぞれ個別に試験を行っ

た。ウニ1個体を収容した試験水槽のほぼ真上に

インターバル撮影機能を搭載したデジタルカメラ

（RICHO Caplio GX100）を設置して3分間隔の自

動モードで撮影を行い，水槽内のウニの位置を連

続記録した。試験期間は2008年7月31日から8月6

日までの7日間とし，試験中は水温20℃のろ過海

水を毎分0.4Lかけ流し，無給餌とした。なお，被

写体が暗いときには自動でデジタルカメラのフ

ラッシュが発光されるよう設定し，試験終了後，

撮影された画像データを基にウニの移動速度を算

出した。

結果および考察

　第2図に試験期間中の各個体の平均移動速度と

時刻の関係を示した。試験に用いた4個体（A，B，

C，D）の内，個体Bで日周行動リズムが不明瞭で

あったが，その他のA，C，Dでは明期にほとん

ど移動を行わないが，暗期に移動を盛んに行うこ

とが明確に確認された。

　また，試験期間中の24時間あたりの平均移動距

離は，最も移動距離が多かった個体Aで27.8m，

最も移動距離が少なかった個体Dで8.9mであっ

た。

　これまで室内実験でウニ類の行動追跡を行うに

1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 1 図 (長谷川 )：白黒印刷  

ウニ類の行動解析試験装置の概念図  

温度制御装置  

第1図　ウニ類の行動解析試験装置の概念図。

第2図　試験期間中の個体毎（個体番号A，B，C，D）の平均移動速度と時刻の関係。
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第 2 図 (長谷川 )  

試験期間中の個体毎（個体番号 A，B，C，D）の平均移動速度

と時刻の関係  
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は，人間の視覚による直接観察（橘高ら，1983）

や高感度カメラを用いた観測（林ら，1999）が行

われてきた。しかし，直接観察は夜間の観測や長

期間にわたる連続観測が困難であり，高感度カメ

ラによる観測システムの導入は多額の費用がかか

ることや測定期間が長期になると解析にも膨大な

時間がかかることが問題であった。対象とする生

物の移動速度を考慮して適切な撮影間隔を設定す

れば，低コストで長期間にわたるウニ類の行動解

析をインターバル機能を搭載した市販のデジタル

カメラを用いて行うことが可能であることが示さ

れた。
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